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 先週は戻りを試す動きとなりました。 

ただし、戻りがいつもに比べて弱く、スピードも遅いという声もあるようにドルの先行き

に対しては厳しい見方も出ています。 

 季節的に３月上旬までは円高に振れやすいため今月後半に向けて円安の動きがどこまで

続くかがポイントになりそうです。 

 日本の政治面で不安が出てきているため政局関連のニュースも注意。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１０７円あたりまで戻してきました。 

１０７円を超えると１０７．６円あたりが次のターゲットになってきそうです。 

下値は１０６．５円を維持できれば強い動きが期待できそうです。 

     

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も戻しています。 

カナダドルや豪ドルなど資源国通貨も上昇してきたので、週明けの動きに注目したいです。 

上値が重くなってくれば買いは利益確定しながら様子見が安全。 

週足ではクロス円も下落に転じているペアが多いため下げリスクは意識しておきたいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１－３月期景況判断ＢＳＩ・大企業製造業、機械受注などがあります。 

米国では消費者物価指数、小売売上高、ＮＹ連銀製造業景況指数、フィラデルフィア連銀

製造業指数、対米証券投資、住宅着工件数、鉱工業生産、ミシガン大学消費者信頼感指数

などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏で鉱工業生産などがあります。 

ほかには、スイスで政策金利の発表などがあります。 


